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•庄内地域では、若者の地元定着率 (高校を卒業
して就職する若者のうち、県内企業就職者の割
合) が県内の他地域 (村山、最上、置賜) よ
り低いことが課題となっており、主な要因の一つ
として庄内地域の企業の情報が若者に届いていな
いという指摘があります。地元企業の情報や魅力
について、就職を希望する生徒や親に確実に届く
ようにするにはどうしたらよいか、学生グループ
からの提案を求めます。



•庄内地域は若者の地域外への転出が山形県
内の4地域で最多。

•高校卒業後の進路は就職、進学合わせて半
数以上が県外へ出て行ってしまっている。



•高校生と地元企業との交流会
•SNS(facebook)を活用した地元企業の魅力、
情報発信

•地元企業による職業体験会
•庄内就職説明会
•就職情報サイト
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E2チームの提案

若者定着推進委員会



E2チームの提案

高校生ver



・参加している高校生にSNSの運営をしても
らう。
ʷʷʷ 委員会の活動報告や実際に企業に訪
問しその感想を行政っぽくない若者らしい言
葉で伝えてもらうことで高校生に伝わりやす
くする。(facebookではなくTwitterやインス
タなどのほうが閲覧数は増えるかと思う。)
ʷʷʷ



•若者のリアルな声を届けることができる。
•正直、大人の書いた文章よりも同じ年代の
書いた文章の方が興味は引きやすい

•そのSNSアカウントのアピールもしやすく
なる。



・高校生ならではの文章を届けることができ
る代わりに企業に失礼になってしまう可能性
が高い。
・遊びたい盛りの高校生が集まるのか。



E2チームの提案

大学生ver



•高校生がSNSに投稿したものや大学生や高
校生のインターンの経験をまとめたホーム
ページの運営。

ʷʷʷ 自らが経験したインターンシップや
企業見学の経験を自分の言葉でブログのよう
な形で記録を残していくホームぺージを作成
する ʷʷʷ



•自分と同世代の人が投稿した文章の方が気
軽に見やすく興味を引きやすい。

•高校生のSNSでのPRも行うことによって情
報を届けたい世代への情報提供がスムーズ
に進む。

•大学の作ったホームページでは、その見た
い情報にたどり着くために手間がかかって
しまうため、こちらのほうがよい。



•参加対象者が学生であるため何か報酬が必
要となる可能性がある。ʷ完全に善意で動
く者もいるが、学生、特に大学生を動かす
原動力はお金である場合が多い。ʷ



•自発性がある人間のやる気を促進させるには報酬
が必要。

•無償でやると大学生のサークル活動のようにさぼ
る人が出てくる可能性がある。また、できたもの
によってボーナスが出るとなればさらによいもの
ができることは想像に難くない。



概要

•高校生、大学生を対象に地域の企業の情報
を広く知ってもらうために学生自身が行動
し、その活動を SNS やホームページにまと
める。



・企業の見学、体験
・自分の高校、大学のインターンシップに
行った学生にインタビュー
・SNS の運営、ホームページの作成
・2 か月に 1 回ほどのペースで集まり、活動
報告と若者定着のための対策案



•これらの仕事には報酬として賃金を支払う。
•お金を払う以上はまじめで積極的な活動を
求める。

•基本日当 〇千円 プラスでホームページの記
事作成者や会議での意見者にはボーナスと
していくらかプラスする。



例

https://inta-n.wixsite.com/my-site


